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AMED ぷらっとの各種機能と利用支援について

AMEDぷらっとキックオフ集会
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AMEDぷらっとの概要

大学等研究機関のための機能 企業のための機能

 個別メッセージ
 掲示板
 情報開示先の指定

大学-企業間のコミュニケーションのための機能

事務局の支援

 企業ニーズの登録
 研究シーズの検索・閲覧

 研究シーズの登録
 企業ニーズの検索・閲覧

 シーズ情報の登録支援
 ユーザー登録受付
 問い合わせ窓口

AMEDぷらっとは、シーズ側となる大学や研究機関と、ニーズ側の企業の双方の意見を反
映した新しいマッチングシステムです。
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情報の登録から掲載までの流れ - シーズ情報-

事務局

アカデミア

企業

レビュアー

AMEDぷらっと
ステータス

掲載準備 掲載

シーズ
登録申請

シーズ内容の
レビュー

「掲載済み」

シーズの修正、
再登録

シーズの
更新、削除

「更新」「承認待ち」

登録申請

掲載承認

シーズ情報は、事務局によって全件レビューされ、企業にとってより魅力的な内容となって掲載さ
れます。

レビュー
コメント 「承認待ち」

シーズの検索、
閲覧
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シーズ情報の登録支援

 AMEDぷらっと事務局には、医薬品の研究開発に携わっていた複数名の企業OBをレビュ
アーとして配置しています。

 企業側の視点でシーズの全文をチェックし、より良いシーズ提案にブラッシュアップされるよ
う支援を行います。

 なお、レビューにより内容を書き換えることはございません。あくまでも修正案として支援を
行います。

厳秘情報の掲載防止のためのレビュー
コンフィデンシャル情報の掲載を未然に防止するため、シーズの内容全文を確認します。

企業への訴求力向上のためのレビュー
シーズをより良い内容とするために企業OBによる専門的なアドバイスを行います。

登録時のシーズ レビュー 掲載時のシーズ

× コンフィデンシャル情報が含まれている
× 論文調で訴求ポイントが分かりにくい

○ ノンコンフィデンシャル情報のみ
○ 企業から見て訴求ポイントが明確に
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情報の登録から掲載までの流れ - ニーズ情報 -

事務局

アカデミア

企業

レビュアー

AMEDぷらっと
ステータス

掲載準備 掲載

ニーズ
登録申請

「掲載済み」

ニーズの
更新、削除

「更新」「承認待ち」

登録申請

掲載承認

そのときどきに企業が求めるニーズを大学等研究機関に伝えることができます。

ニーズの検索、
閲覧
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ユーザーの分類

ユーザー区分 ユーザー管理
シーズ・ニーズの
登録申請

シーズ・ニーズの
閲覧

管理者ユーザー ○ ○ ○

閲覧者ユーザー × × ○

不用意な内部情報の掲載を防ぐため、情報登録が可能な「管理者ユーザー」と、情報閲覧の
み可能な「閲覧者ユーザー」の２種類のユーザーを利用することができます。

 管理者ユーザーの特徴
• シーズまたはニーズの登録・更新・削除が可能です。
• 自組織の閲覧者ユーザーの発行申請が可能です。

 閲覧者ユーザーの特徴
• シーズまたはニーズの閲覧のみ可能です。（シーズまたはニーズの登録・更新・削除はできま
せん。）

• 閲覧者ユーザーは複数名発行可能です。（ユーザー登録時にご相談ください）
• 半年サイクルでログイン状況の棚卸しを行います。未使用のユーザーは削除する場合があり
ます。



7

情報の開示先

登録情報ごとに、閲覧できるグループやユーザーを指定することができます。

開示先制御

シーズの開示先の例

シーズ登録者

企業

大学、研究機関

開示

非開示

ニーズの開示先の例

ニーズ登録者

企業

大学、研究機関

非開示

開示

全てのユーザーに開示してもよい場合
や自組織以外のアカデミアには開示し
たくない場合に、簡易指定が可能です。
（ニーズ側も同様です）

個別の組織や個別のユーザーに対して
開示／非開示を制御できます。
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システム機能 - ログイン -

ダッシュボード画面へ
（次ページ）

ログインを行ったことがないブラウザ
や30日間ログインしていないブラウザ
からログインした場合、本人確認のた
め２段階認証を行います。

ログイン

２段階認証

ログインには、IDとパスワードによる認証と、秘密の質問による認証の２段階認証を採用し、
不正なアクセスを防止しています。
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システム機能 - ダッシュボード -

管理者ユーザーのみ
利用可能な機能です。

自組織の登録したシーズま
たはニーズの申請状況が
確認できます

組織別、カテゴリ別（分野
別）に掲載件数を表示し
ます。

FAQよりマニュアルや規約
の閲覧・ダウンロードができ
ます。
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システム機能 - シーズの登録項目 -

シーズの登録フォームは、企業の求める情報が含まれるよう設計しています。
項目 入力項目の概要 入力形式

研究者氏名 研究代表者１名の氏名をフルネームで記載してください。

テキスト

所属機関 上記研究代表者の所属機関の正式名称と、研究分野名を記載してください。

共同研究者情報
共同研究者の氏名をフルネームで記載してください。研究代表者と所属機関が異なる場合は、所属機関も記載してください。なお、複数名記
載いただいても構いません。

タイトル 提案する研究シーズのタイトルを簡潔に記載してください。

研究成果抄録 研究成果と結論を100字以内の抄録として記載してください。

研究の要旨

【従来技術】
提案の背景として、当該シーズに密接に関係すると思われる技術を記載してください。

【従来技術の問題点】
提案の背景として、上記従来技術の問題点を記載してください。

【解決点】
上記従来技術の問題点について、当該シーズで具体的に解決した点や得られた知見は何かを記載してください。
また、上記従来技術と当該シーズの相違点は何かを記載してください。

【効果】
当該シーズで鍵となるデータやフィージビリティスタディの結果の概要を記載してください。
可能であれば従来技術と対比した図表を「関連資料」としてアップロードしてください。

【用途・適応症】
当該シーズの用途や適応症を記載してください。
【注意】技術名（化合物名）と用途を組み合わせた記載は厳秘情報となるため避けてください。

【競合研究に対する優位性】
国内外の競合研究に対する当該シーズの優位性を記載してください。

【今後の研究計画】
企業と共同研究をする場合の計画を記載してください。

【企業の分担】
当該シーズに関して企業に期待することを記載してください。

【その他】

研究の要旨に関して、補足情報等があれば記載してください

参考文献
関連する文献・特許のうち、主要なもののみ記載してください。
文献・特許は当該シーズの関連する箇所がわかるよう、上記項目に番号で紐付けをしてください。

検索キーワード キーとなる単語（分野名、技術名、疾患名など）を記載してください。

出願状況 特許出願状況を選択肢から選んでください。 選択

公開状況 公表状況（論文、学会発表、ポスター展示、メディア掲載等）を選択肢から選んでください。 選択

関連資料
掲載したい図表がある場合、電子ファイルをアップロードしてください。
また、「参考文献」で記載した文献・特許について、電子ファイルをアップロードしてください。

アップロード

カテゴリ
該当する研究分野を選択してください。
選択肢：バイオマーカー／創薬標的／創薬基盤技術／スクリーニング法／動物疾患モデル

選択
(複数選択可)

「研究の要旨」の小項目は推奨する項
立てです。入力は必須ではありません。



11

システム機能 - シーズ登録 -

自組織の登録したシーズのステータス（承認待ち、掲載済み等）は、一覧画面により適宜確
認することができます。

シーズ登録申請 シーズ一覧

自組織の登録したシーズのステータスが確認できます。
また、内容の更新や削除が可能です。
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システム機能 - ニーズの登録項目 -

ニーズの登録フォームです。

項目 入力項目の概要 入力形式

タイトル ニーズ情報のタイトルを簡潔に記載してください。

テキスト

会社名 会社名を正式名称で記載してください。

ニーズ内容

シーズ側（大学等研究機関）に対し、訴求したいニーズ情報をフリーフォーマットで記
載してください。

以下、記載事項のご参考です。
・注力する疾患領域や技術領域
・大学等研究機関のシーズに対する期待
・今後の研究開発スケジュール
・etc…

※社外秘情報の取扱いにご注意ください。

関連資料 掲載する資料があれば電子ファイルをアップロードしてください。 アップロード
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システム機能 - ニーズ登録 -

登録したニーズのステータス（承認待ち、掲載済み等）は、一覧画面により確認できます。

ニーズ登録申請 ニーズ一覧

自組織の登録したニーズのステータスが確認できます。
また、内容の更新や削除が可能です。
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システム機能 - 情報検索 -

登録情報は、複数の検索方法により任意に条件の絞込みを行って探すことができます。

簡易検索

カテゴリ検索

詳細検索

キーワードで、登録情
報を全文検索します。

登録項目毎に検索
条件を設定できます。

カテゴリ別に検索でき
ます。

ダッシュボード
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システム機能 - 検索結果リスト -

検索結果リスト

検索結果リストをCSVファイル
としてダウンロードできます。
【ダウンロードされる項目】
・シーズ／ニーズ区分
・タイトル
・抄録またはニーズ内容
・所属組織
・研究者

この検索条件を保存し再検索
が可能です。
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システム機能 – 検索結果マッピング -

検索結果に合致した上位のシーズ・ニーズについて、情報の類似性をもとにしたクラスターマッ
プとしてプロット表示します。類似するシーズ・ニーズを確認することができます。

検索結果マッピング

技術的に類似するシーズ・ニーズ
同士は近くにプロットされます。



17

システム機能 - 情報閲覧 -

登録情報の内容から、マッチング候補となるシーズまたはニーズを自動抽出します。
また、２つの登録情報を比較検討することが可能です。

情報閲覧 マッチングニーズ（又はシーズ）

比較

上下に登録情報を並べ、項目単位
に見比べながら閲覧ができます。

関連する情報を含むニーズを自動抽
出し案内します。
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システム機能 - 個別メッセージ -

特定の登録情報に対して、登録者へダイレクトメッセージを送ることができます。
また、システム内に閉じたコミュニケーションのため、メールに比べ秘匿性の高い連絡手段として
活用できます。

個別メッセージ

メッセージは登録者または事務局へ
送ることができます。

ファイルの添付が可能です。
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システム機能 - 掲示板 -

特定の登録情報に対して、複数のユーザー間で意見交換を行うことができます。
ユーザーの書き込みは匿名のため、自由な意見交換が可能です。

掲示板

質問です。・・・・

別の観点で質問です。・・・

回答します、・・・
ユーザーA

ユーザーB

登録者

ご利用イメージ


